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保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑫

　
町
民
の
健
康
増
進
を
目
ざ
し
て

　
　
　
健
康
管
理
台
帳
制
度
発
足

　
松
代
町
総
合
計
画
に
も
と
づ
き
、
昨

年
か
ら
関
係
者
の
間
で
数
回
に
わ
た
っ

て
、
研
究
会
、
検
討
会
を
積
重
ね
て
来

ま
し
た
健
康
管
理
台
帳
が
こ
の
程
完
成

し
、
取
扱
い
に
関
す
る
規
程
の
告
示
も

終
り
、
活
用
の
段
階
に
入
り
ま
し
た
の

で
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。

　
松
代
町

　
　
健
康
管
理
台
帳
規
程
抜
粋

　
　
目
　
的

第
一
条
町
民
の
健
康
を
総
合
的
に
管

　
理
し
、
保
健
衛
生
の
向
上
と
健
康
の

　
保
持
増
進
を
図
る
た
め
健
康
管
理
台

　
帳
を
整
備
す
る
。

　
　
対
象
者

第
二
条
　
健
康
管
理
台
帳
は
、
松
代
町

　
に
住
所
を
有
す
る
満
二
十
才
以
上
の

　
者
に
つ
い
て
作
製
す
る
。

　
　
秘
密
保
持

第
四
条
　
健
康
管
理
台
帳
は
、
各
人
毎

　
の
疾
病
状
態
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ

　
と
に
鑑
み
、
秘
密
の
保
持
に
は
特
に

　
意
を
用
い
保
管
、
管
理
を
厳
重
に
す

　
る
と
と
も
に
、
関
係
職
員
以
外
の
使

　
用
閲
覧
を
禁
止
す
る
。

　
　
生
涯
使
用

第
五
条
　
作
製
さ
れ
た
健
康
管
理
台
帳

　
は
、
そ
の
者
が
死
亡
に
至
る
ま
で
の

　
間
、
生
涯
一
貫
し
て
こ
れ
を
使
用
す

　
る
も
の
と
す
る
。

　
　
但
し
、
転
出
者
に
つ
い
て
は
、
こ

　
の
限
り
で
な
い
。

　
　
有
効
利
用

第
六
条
　
保
健
婦
を
は
じ
め
、
関
係
職

　
員
は
、
健
康
管
理
台
帳
を
最
大
限
に

　
活
用
し
、
町
民
の
保
健
衛
生
の
向
上

　
と
健
康
の
保
持
増
進
の
実
を
上
げ
る

　
よ
う
、
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
整
理
担
任
区
分

第
八
条
　
健
康
管
理
台
帳
の
整
備
担
任

　
区
分
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ

　
ろ
に
よ
る
◎

　
ω
満
二
十
才
到
達
者
並
び
に
転
入
者

　
　
に
つ
い
て
の
様
式
一
号
の
作
製
編

　
　
綴
は
、
戸
籍
係
が
担
任
す
る
。

　
ω
出
稼
者
検
診
の
結
果
の
記
入
に
つ

　
　
い
て
は
、
職
業
係
が
担
任
す
る
。

㈲
循
環
器
検
診
の
結
果
の
記
入
に
つ

　
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
係
が
担

　
任
す
る
。

＠
満
六
十
五
才
到
達
者
並
び
に
転
入

　
者
に
つ
い
て
の
老
人
健
康
診
査
記

　
録
票
の
作
製
編
綴
及
び
診
査
結
果

　
の
記
入
は
、
社
会
福
祉
係
が
担
任

　
す
る
。

㈲
そ
の
他
検
診
並
び
に
予
防
接
種
等

　
　
の
結
果
の
記
入
に
つ
い
て
は
、
保

　
　
健
衛
生
係
が
担
任
す
る
。

　
㈲
訪
問
並
び
に
指
導
の
結
果
の
記
録

　
　
等
の
記
入
及
び
見
出
区
分
の
貼
付

　
　
等
に
つ
い
て
は
保
健
婦
が
担
任
す

　
　
る
。

　
　
加
　
票

第
十
条
　
健
康
管
理
台
帳
に
余
白
が
な

　
く
な
っ
た
と
き
、
又
は
、
加
票
の
必

　
要
が
生
じ
た
と
き
は
、
様
式
二
号
、

　
様
式
三
号
に
つ
い
て
は
保
健
婦
が
、

　
老
人
健
康
診
査
記
録
票
に
つ
い
て
は

　
社
会
福
祉
係
が
、
そ
れ
ぞ
れ
追
加
作

　
製
編
綴
し
、
死
亡
又
は
、
住
所
を
有

　
し
な
く
な
る
ま
で
こ
れ
を
継
続
す
る
。

㊤健康管理台帳格納庫

㊦健康管理台帳

老
人
憩
の
家
の
名
前

「
渋
海
荘
」
に
決
ま
る

　
公
募
し
て
お
り
ま
し
た
松
代
町
老
人

憩
の
家
の
名
前
が
「
渋
海
荘
」
に
決
ま

り
ま
し
た
。

　
応
募
数
は
二
七
五
点
と
い
う
多
数
に

の
ぼ
り
ま
し
た
。
大
勢
の
方
々
か
ら
ご

応
募
を
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
関
心
の
深
さ
に
今
更
な
が
ら
驚
い

て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
審
査
員
が
、
一
次
審
査
、
二
次
審
査

抽
せ
ん
会
と
慎
重
の
上
に
も
慎
重
に
審

査
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
入
賞
者
を

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

一
位
　
渋
海
荘
　
市
川
ヌ
イ
　
池
之
畑

二
位
　
や
す
ら
ぎ
荘
　
若
井
昭
　
池
尻

三
位
　
松
寿
荘
…
関
谷
蝶
、
明
和
荘
…

　
　
柳
豊
栄
、
松
寿
園
…
山
岸
信
二
郎

　
　
熊
越
山
荘
…
柳
清
八
、
松
代
荘
…

　
　
石
沢
雅
弘
、
長
寿
荘
…
小
堺
浜
次

　
　
郎
、
宝
寿
荘
…
柳
い
う
、
大
久
保

　
　
荘
…
若
井
三
好
、
熊
越
荘
…
高
野

　
　
レ
イ
、
憩
の
家
田
園
…
鈴
木
マ
サ

　
　
子
、
銀
齢
荘
…
室
岡
久
助
、
寿
楽

　
　
荘
…
柳
久
吉
、
亀
楽
荘
…
中
村
忠

　
　
永
。

　
入
賞
と
同
名
が
二
点
以
上
の
も
の
に

つ
い
て
は
、
抽
せ
ん
に
よ
り
一
点
を
入

賞
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
抽
せ
ん
に

よ
り
惜
し
く
も
入
賞
を
逸
し
ら
れ
た
、

同
名
応
募
の
方
に
は
記
念
品
の
み
贈
呈

い
た
し
ま
す
。



老
人
生
き
が
い
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
事
業
進
む

　
老
人
個
々
の
生
き
が
い
並
に
地
域
全
体
と
し
て
の
生
き
が
い
を
は
か
る
た
め
今
春

来
、
事
業
を
推
進
し
て
来
ま
し
た
が
、
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
事
業
、
創
作
活
動
推
進

事
業
、
ふ
る
さ
と
保
全
推
進
事
業
、
健
康
増
進
事
業
な
ど
着
々
と
成
果
を
上
げ
つ
、

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
一
端
を
写
真
で
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。

　
↓

　
◎
ふ
る
さ
と
保
全
推
進
事
業

　
　
　
蓬
平
老
人
ク
ラ
ブ
に
ょ
る
お
孫
さ

　
　
　
ん
達
と
共
同
の
奉
仕
清
掃
活
動

↑
◎
創
作
活
動
推
進
事
業

　
　
　
暑
さ
に
め
げ
ず
熱
心
に
聴
講
す
る

　
　
　
園
芸
教
室

◎
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
事
業

↑
　
苧
島
の
神
楽
保
存
会
に
よ
る
熱
演

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

八
月
受
付
分
　
（
受
付
順
）

ご
け
つ
え
濃

お
め
で
ζ
つ
㊦
衡

小
堺
輝
夫
●
小
堺
富
美
子
儀
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
右
工
門

山
岸
正
治
●
丸
山
ト
シ
子
木
和
田
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ん
げ
ん
ど
う

離巽

　
　
　
　
父
孝

中
村
里
美
　
　
　
長
女
　
儀
明
　
与
善

　
　
　
　
母
メ
イ

　
　
　
　
父
一
郎

若
月
千
穂
　
　
　
　
長
女
孟
地
　
糀
屋

　
　
　
　
母
テ
ル
子

ロ
　
　
　
父
裕

杉
　
宏
明
　
　
　
長
男
　
千
年
　
仁
七

　
　
　
　
母
秋
江

　
　
　
　
父
次
一

清
水
和
恵
　
　
　
　
長
女
蒲
生
上
林
方

　
　
　
　
母
美
枝
子

　
　
　
　
父
博

若
井
博
隆
　
　
　
　
長
男
蓬
平
藤
見
屋

　
　
　
　
母
つ
き
子

　
　
　
　
　
父
修
平
　
　
　
寺
田

井
上
久
美
子
　
　
　
　
二
女

　
　
　
　
　
母
千
代
子
　
　
　
仙
納
平

　
　
　
　
父
正
春

中
村
清
　

長
男
田
代
宮
ノ
脇

　
　
　
　
母
京
子

お
く
や
み

（
死
亡
）

関
谷
馬
蔵

五
十
嵐
鉄
治
六
三
歳

南
雲
カ
ッ
　
七
九
歳

五
八
歳
　
菅
刈

　
　
　
　
会
沢

　
　
　
　
室
野

屋
知
田

弥
　
助

沖
の
屋

人ロのうこき
　9月1日現在

菩数　2ρ62（十1）

コ男　4，023（十6）

女4，067（十1）

計8，090（十7）

数
男
女
計

帯
口

世
人

死亡　3

転出28
減計31

出生　7

転入31
増計38

3



4

↑
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
作
の
朝
顔

　
そ
れ
は
、
老
人
を
中
心
と
し
て
住
民

の
皆
さ
ん
が
多
数
参
加
し
て
、

幽
創
作
活
動

Ω
健
康
増
　
進

幽
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　
等
の
各
事
業
を
実
施
し
て
、
「
老
人

の
能
力
を
生
か
し
た
創
造
」
　
　
「
孤
独

と
疎
外
か
ら
の
解
放
」
　
　
「
住
民
相
互

の
連
帯
意
識
の
向
上
」
な
ど
、
活
力
に

満
ち
た
老
後
の
生
活
を
送
る
こ
と
の
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
あ

り
、
建
設
中
の
老
人
憩
の
家
や
、
こ
れ

に
接
続
し
て
建
設
す
る
ワ
ー
ク
ル
ー
ム

そ
の
他
各
種
施
設
等
を
利
用
し
て
、
お

お
む
ね
次
の
よ
う
な
事
を
実
施
し
て
い

た
だ
く
計
画
の
も
の
で
す
。

◎
老
人
一
人
一
人

　
の
生
き
が
い
を

　
高
め
る
事
業
’

　
　
　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
　
’

◎
地
域
全
体
と
し

　
て
の
生
き
が
い

　
を
高
め
る
事
業

（
ふ
る
さ
と
づ
く

　
り
）

’

創
作
活

動

健
康
増
進
一

　
　
　
　
’

　
　
　
　
一

↓蓬平老人クラブの朝顔観賞会

　
今
年
は

す
で
に
朝

顔
づ
く
り

・
ふ
る
さ

と
づ
く
り

盆
踊
り
講

習
・
盆
栽

教
室
・
菊

つ
く
り
講

習
な
ど
が

開
催
さ
れ

て
お
り
、

今
後
も
い

ろ
い
ろ
と

開
催
さ
れ

ま
す
。

陶
芸
教
室
（
楽
焼
・
七
宝
焼
）

園
芸
教
室
（
盆
栽
・
菊
作
り
・
あ
さ
が
お
作
り
）

民
芸
．
手
芸
教
室
（
藁
工
品
・
原
色
押
花
・
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　
し
し
ゅ
う
）

作
品
展
示
会

教
養
講
座
一

　
　
　
　
一

　
　
　
　
一

講
話

俳
句
・
短
歌

健
康
管
理

交
通
安
全

囲
碁
指
導

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

ス
ポ
ー
ツ
祭
典

機
能
回
復
訓
練

体
力
増
進
訓
練

霧
雛
叢
繋
蕪
者
育
成

ふ
る
さ
と
保
全

（
郷
土
保
全

　
　
　
奉
仕
活
動
）

｛植
樹
緑
化
事
業

清
掃
事
業

　
町
が
計
画
に
も
と
づ
い
て
行
な
う
講

習
会
、
皆
さ
ま
方
老
人
ク
ラ
ブ
み
づ
か

ら
の
創
作
活
動
等
、
九
月
末
に
完
成
す

る
老
人
憩
の
家
を
大
い
に
活
用
し
て
の

生
き
が
い
対
策
を
、
み
ん
な
で
考
え
智

恵
を
出
し
合
っ
て
推
進
致
し
ま
し
ょ
う
。

建設中の老人憩の家
　　　　　（使用規定や間どりは次回に）



検察審査会よりお知らせ

H
泣
き
寝
入
り
せ
ず
に

　
　
　
　
　
審
査
の
申
立
て
を

犯
人
を
起
訴
す
る
わ
け
で
は
な
く
、

察
官
の
判
断
で
起
訴
し
な
い

不
起
訴
と
い
う
）

　
犯
罪
の
被
害
者
な
ど
で
、

訴
処
分
に
不
服
の
か
た
は
、

会
へ
審
査
の
申
立
て
が
で
き
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
は
国
民
の
代
表
と
し
て

衆
議
院
議
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
の

中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
十
一
人

の
検
察
審
査
員
で
構
成
さ
れ
、
審
査
の

申
立
て
を
受
け
る
と
、
事
件
の
真
相
を

調
査
し
、
犯
人
が
起
訴
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
判
断
し
た
と
き
は
、
検
事
正
に
そ

の
旨
を
勧
告
す
る
国
の
機
関
で
す
。
詳

し
く
は
、
左
記
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
上
越
市
大
手
町
一
番
二
六
号

　
　
新
潟
地
方
裁
判
所
高
田
支
部
内

　
高
田
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　
郵
便
番
号
　
九
四
三

　
電
話
　
上
越
局
（
〇
二
五
五
）
二
四

　
　
　
　
　
　
　
－
五
一
六
〇
番

　
交
通
事
故
・
そ
の
他
の

犯
罪
で
、
犯
人
を
処
罰
す

る
に
は
、
裁
判
所
の
裁
判

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
裁
判
所
に
犯
人
の

処
罰
を
求
め
る
（
こ
れ
を

起
訴
と
い
う
）
の
は
、
検

察
官
の
仕
事
で
す
。
し
か

し
、
検
察
官
は
す
べ
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
検

　
　
　
　
　
　
（
こ
れ
を

　
　
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
不
起

　
　
　
　
　
　
検
察
審
査

O
〃
あ
な
た
も

　
　
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
る
〃

◎
・
検
察
審
査
会
と
は
・
…

　
検
察
審
査
会
は
、
国
民
の
代
表
と
し

て
衆
議
院
議
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
者

の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
十
一

人
の
検
察
審
査
員
（
任
期
は
六
ケ
月
）

で
構
成
さ
れ
、
検
察
事
務
に
国
民
の
意

思
を
反
映
さ
せ
て
、
そ
の
適
正
を
図
る

と
と
も
に
、
犯
罪
の
蔭
に
泣
く
被
害
者

を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け

ら
れ
、

一
　
検
察
官
の
し
た
不
起
訴
処
分
の
当

　
　
否
を
審
査
す
る
こ
と
。

二
　
検
察
事
務
の
改
善
に
つ
い
て
建
議

　
　
・
勧
告
す
る
こ
と
の
二
つ
の
役
目

を
も
つ
国
の
機
関
で
す
。

◎
・
検
察
審
査
員
は
ど
の
よ
う
に
し
て

　
選
ば
れ
る
か
・
…

一
　
検
察
審
査
会
事
務
局
は
、
毎
年
十

二
月
に
翌
年
度
の
検
察
審
査
員
候
補
者

（
第
一
群
乃
至
第
四
群
）
の
員
数
四
〇

〇
名
を
各
群
（
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
名
）

に
分
か
ち
、
こ
れ
を
各
市
町
村
の
選
挙

人
名
簿
被
登
録
者
の
比
率
に
よ
っ
て
各

市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
に
割
当
て
ま

す
。二

　
各
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
は
、

選
挙
人
名
簿
被
登
録
者
の
中
か
ら
、
割

当
て
ら
れ
た
員
数
の
検
察
審
査
員
候
補

者
を
「
く
じ
」
で
選
ん
で
、
そ
の
名
簿

を
作
成
し
、
検
察
審
査
会
事
務
局
へ
送

付
し
ま
す
。

三
　
検
察
審
査
会
事
務
局
で
は
、
各
市

町
村
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
送
付
さ
れ

た
検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿
（
第
一
群

乃
至
第
四
群
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
名
）
に

基
づ
い
て
、
一
月
末
日
に
第
一
群
の
中

か
ら
各
五
名
、
四
月
末
日
に
第
二
群
の

中
か
ら
各
六
名
、
七
月
末
日
に
第
三
群

の
中
か
ら
各
五
名
、
十
月
末
日
に
第
四

群
の
中
か
ら
各
六
名
の
検
察
審
査
員
及

び
補
充
員
を
「
く
じ
」
で
選
定
し
ま
す
。

◎
・
あ
な
た
が
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ

　
た
ら
．
・
。
．

　
こ
れ
ま
で
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た

か
た
の
中
に
は
、
自
分
は
法
律
を
知
ら

な
い
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
就

任
を
渋
る
向
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

も
そ
も
検
察
審
査
員
と
い
う
の
は
、
法

律
職
に
携
っ
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
法

律
の
素
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
法
律
そ
の
他
の
専
門
的

な
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
家
の
助
言
を
得
ら
れ
る
の
で
す
か
ら

そ
の
よ
う
な
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

　
も
し
、
あ
な
た
が
検
察
審
査
員
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
ら
、
進
ん
で
こ
れ
に
就

任
さ
れ
、
そ
の
職
責
を
全
う
し
て
く
だ

さ
い
。

上
越
市
大
手
町
一
番
二
六
号

　
新
潟
地
方
裁
判
所
高
田
支
部
内

　
　
高
田
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　
　
電
話
　
上
越
局
（
〇
二
五
五
）

　
　
　
　
　
　
二
四
ー
五
一
六
〇
番

老
人
ク
ラ
ブ
朝
顔
つ
く
り
の
成
績

蓬
平
老
人
ク
ラ
ブ
（
8
月
1
7
日
審
査
）

出
品
点
数
　
一

成
績

　
町
長
杯

　
金
　
賞

　
　
　
　
平

　
銀
　
賞

銅
　
賞

二吉吉治蔵
二
七
点

若
井
宗
吉

小
堺
カ
ッ
　
小
堺
長

若
井
政
市
　
小
堺
ク

若
井
ト
ラ
　
若
井
藤

若
井
ミ
ネ

若
井
文
蔵

小
堺
ミ
チ

若
井
忠

小
堺
国

若
井
要

松
代
老
人
ク
ラ
ブ
（
9
月
1
日
審
査
）

　
出
品
点
数
　
三
三
点

　
成
績

　
　
町
長
杯
　
　
鈴
木
キ
ク

　
　
金
　
賞
　
　
石
ロ
キ
ミ
　
鈴
木
由

　
　
　
　
　
太
郎

　
　
銀
　
賞
　
　
石
口
国
市
　
高
橋
ハ

　
　
　
　
　
ル
　
鈴
木
勝
太
郎
　
柳
ウ

　
　
　
　
　
タ
　
植
木
参
次
郎

　
　
銅
　
賞
　
　
関
谷
テ
ル
　
柳
ト
キ

　
　
　
　
　
鈴
木
勝
太
郎
　
石
口
み
の

　
　
　
　
　
高
橋
ハ
ル
　
関
谷
福
次

　
　
　
　
　
中
村
元
二

道茶

初
心
者募

集

　
私
た
ち
の
「
お
茶
の
会
」
は
発
足
五

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

①
茶
道
を
学
び
心
を
豊
か
に
す
る
。

②
仲
間
同
志
の
親
睦
を
は
か
る
。

　
こ
と
を
目
的
に
月
二
回
、
第
一
・
三

木
曜
日
の
夜
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
茶
会

を
開
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
入
会
希
望
の
方
が
多
く

あ
る
と
聞
き
、
　
『
初
心
者
の
日
』
を
設

け
て
会
員
募
集
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。
秋
の
収
穫
が
済
ん
で
か
ら
で
の

出
席
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
ご
希
望
の

方
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

申
込
は
、
松
代
・
若
井
ユ
キ
イ

（
電
話
ω
1
9
3
4
3
）
ま
た
は
、

松
代
市
川
ハ
ナ
エ
（
電
話
ω
1
2
1
2

2
）
へ
ど
う
ぞ
。

5



6

　
夏
休
み

　
　
少
年
早
朝
野
球
大
会
結
果

　
夏
休
み
を
楽
し
く
健
全
に
す
ご
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
”
第

四
回
松
代
地
区
少
年
早
朝
野
球
”
を
本

年
も
八
月
一
日
か
ら
関
係
者
の
協
力
を

得
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
雨
に
た
た
ら
れ
た
夏
休
み
で
運
営
は

大
変
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気

に
参
加
し
無
事
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

小
学
校
の
部

　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
6
・
2
分
団

　
　
　
　
4

優
勝
　
　
　
　
　
2
1
7
．
3
分
団

5
外
漕
「
戦
ー
・
－
分
団

　
　
　
　
　
　
　
不
「
5
の
4
分
団

中
学
校
の
部

　
1
0
月
と
n
月
の
免
許
更
新
講
習
会
の

日
を
次
の
と
お
り
変
更
い
た
し
ま
す
。

　
1
0
月
は
1
日
　
第
三
金
曜
日
の
も

　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
）

　
n
月
は
5
日
　
の
は
中
止
で
す
。

会
場
・
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

受
付
・
午
前
九
時
三
十
分
～
十
一
時

講
習
・
午
後
一
時
～
三
時

　
に
よ
り
更
新
手
続
が
で
き
ま
す
。

◎
　
m
月
1
日
の
更
新
講
習
日
に
は
、

　
免
許
有
効
期
限
が
1
1
月
5
日
ま
で
の

　
方
と
、
出
稼
さ
れ
る
方
を
対
象
と
し

　
て
特
例
更
新
を
受
付
け
ま
す
。

◎
　
n
月
5
日
は
、
出
稼
さ
れ
な
い
方

　
の
特
例
更
新
を
受
付
ま
す
。

　
な
お
、
1
0
月
1
日
手
続
者
の
免
許
交

6

2

不戦1

ニア南
オン部

　ト

運
転
免
許
更
新
講
習
日
の
変
更
と

特
例
更
新
の
お
し

持
参
す
る
も
の
・
免
許
証
、
写
真
一

　
枚
、
収
入
証
紙
千
三
百
円
（
銀
行

　
で
売
っ
て
い
ま
す
）
、
印
鑑
、
現

　
金
千
円
程
度

バ千優
イ年勝
多1

3

菅
刈

ラ
イ
ズ

三
輪
車

（
3
分
団
）

蓬
平

　
無
名

付
予
定
は
1
0
月
末
で
す
。

　
不
明
な
点
は
町
役
場
（
電
話
（
代
）

7
－
2
2
2
0
）
総
務
課
交
通
係
へ
ご

照
会
く
だ
さ
い
。

特
例
更
新
に
つ
い
て

◎
　
免
許
証
の
有
効
期
限
が
昭
和
5
2
年

　
4
月
1
5
日
ま
で
の
方
は
特
例
の
適
用

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

0

8

　
　
　
1
・
2
分

4
－
1
団
た
つ

　
　
　
け
な
し

7

16

千
年

バ
イ
ソ
ン

第
三
十
回
松
代
町
長
杯
争
奪
野
球
大
会

o
〆o

土
木
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
（
土
木
事
務
所
）
が
優
勝
㈲

　
松
代
町
野
球
協
会
主
催
の
第
30
回

　
（
発
足
2
0
周
年
・
通
算
30
回
）
松
代
町

長
杯
争
奪
野
球
決
勝
大
会
が
、
8
月
2
9

日
松
代
高
校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
行
な

わ
れ
、
決
勝
は
土
木
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ズ

と
町
商
工
会
青
年
部
A
と
の
対
戦
に
な

ー
り
、
土
木
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
が
圧
勝
、

初
優
勝
を
か
ざ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
参
加
2
4
チ
ー
ム
を
三
ブ

　
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
リ
ー
グ
戦
に
ょ
り
各

松代町職員の採用試験

　　　　実施のおしらせ

職
種
は
、
一
般
行
政
職
（
一
般
事
務
補
助
）
で
す
。

受
検
資
格
は
、
昭
和
2
7
年
4
月
2
日
か
ら
、
昭
和
34
年
4
月
1

　
　
日
ま
で
に
生
れ
た
方
で
、
職
員
を
採
用
す
る
団
体
に
お
い

　
　
て
適
格
と
認
め
ら
れ
た
人
で
す
。

試
験
の
内
容
と
程
度
は
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
内
容
で
、
地

　
　
方
公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
知
能
お
よ
び
教
養
に
つ
い

　
　
て
択
一
式
に
ょ
る
筆
記
試
験
並
び
に
作
文
試
験
で
す
。

試
験
日
と
会
場
は
、
1
0
月
2
4
日
（
日
曜
日
）
に
、
上
越
市
立
南

　
　
中
学
校
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

申
込
手
続
は
、
9
月
2
0
日
ま
で
に
写
真
二
枚
を
持
参
し
て
町
役

　
　
場
総
務
課
へ
お
い
で
下
さ
い
。
　
（
写
真
の
大
き
さ
タ
テ
4

　
　
㎝
ヨ
コ
3
㎝
・
裏
に
撮
影
年
月
日
と
氏
名
を
記
載
の
こ
と
）

詳
し
い
照
会
は
、
町
役
場
総
務
課
へ
ど
う
ぞ
…
…
…
。

　
　
電
話
（
代
）
7
－
2
2
2
0

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
ニ
チ
ー
ム
を
選
出
、
六

チ
ー
ム
で
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
ど
の

チ
ー
ム
も
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
実
力
を

備
え
熱
戦
を
展
開
、
町
長
杯
争
奪
に
ふ

さ
わ
し
い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
な
お

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
。

決
勝
大
会
結
果

優勝
準優勝

6

　　　O
　　　　l

7延長11回

　
　
　
ポ
ス
ト

ー
ー
マ
ン

　
　
　
ク
ラ
ブ

4

役
場
体

育
部
A

8

6

松
代
町

商
工
会

青
年
部

Aヤラ土

1ツ木
ズシク

－
1
職
「
奥
村
組

　
　
　
　
　
　
西
松
コ

　
　
　
　
ー
ン
ス
ト
ラ

　
　
　
　
　
　
ク
シ
ョ
ン

幽
決
勝
大
会
に
お
け
る
ホ
ー
ム
ラ
ン

　
　
小
堺
定
男
…
…
役
場
体
育
部
A


